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市
の
組
織
改
正

行
政
管
理
課
・
☎
⑳
２
１
１
２

　

第
８
次
総
合
計
画
の
推
進
、
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
新

た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
処
す
る

た
め
、組
織
体
制
な
ど
を
見
直
し
ま

し
た
。

主
な
改
正
内
容

▼
部
局
間
の
調
整
機
能
の
強
化
＝
市

長
、
副
市
長
の
特
命
事
項
や
政
策
課

題
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
す
る
た

め
、『
政
策
調
整
監
』と『
特
命
推
進

員
』を
総
合
政
策
部
に
配
置

▼
危
機
管
理
体
制
の
強
化
＝
危
機
管

理
課
を
総
合
政
策
部
に
移
管
し
、『
危

機
管
理
担
当
』と『
地
域
防
災
担
当
』

を
設
置

▼
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
体
制
の
強
化
＝

情
報
政
策
課
を『
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
』

に
名
称
変
更
し
、『
デ
ジ
タ
ル
戦
略

担
当
』を
新
設

▼
行
政
経
営
部
の
創
設
＝
総
務
部
を

『
行
政
経
営
部
』に
名
称
変
更
し
、
財

政
課
を
同
部
に
移
管

▼
地
域
創
生
課
の
新
設
＝
総
合
政
策

部
に『
地
域
創
生
課
』を
新
設
し
、『
移

住
定
住
担
当
』と『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創

生
担
当
』を
設
置
。
ま
ち
の
魅
力
創

出
課
は
廃
止

▼
子
育
て
政
策
の
推
進
体
制
の
強
化

＝
児
童
家
庭
課
を『
こ
ど
も
家
庭
政

策
課
』に
、同
課
の『
親
子
福
祉
担
当
』

を『
子
育
て
政
策
担
当
』に
、『
子
ど

も
家
庭
相
談
担
当
』を『
こ
ど
も
家
庭

相
談
担
当
』に
名
称
変
更

▼
新
た
な
産
業
団
地
開
発
と
国
際

戦
略
の
推
進
＝
工
業
振
興
課
を『
産

業
も
の
づ
く
り
課
』に
名
称
変
更
し
、

『
新
産
業
系
用
地
開
発
準
備
室
』、『
工

業
・
国
際
戦
略
担
当
』を
設
置

▼
文
化
・
観
光
・
経
済
の
好
循
環
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
＝
観
光
振

興
課
を『
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
』に
名

称
変
更
し
、『
文
化
観
光
政
策
担
当
』

を
新
設
。
ま
た
、『
観
光
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
担
当
』を『
観
光
・
ロ
ケ
ツ
ー
リ

ズ
ム
担
当
』に
名
称
変
更
。
映
像
の

ま
ち
推
進
課
の
所
掌
事
務
を
産
業
観

光
部
へ
移
管
し
、
同
課
を
廃
止

▼
学
校
給
食
の
充
実
＝『
学
校
給
食

課
』お
よ
び『
給
食
担
当
』を
新
設

▼
消
防
組
織
の
変
更
＝
中
央
消
防
署

の
新
築
に
伴
い
河
南
消
防
署
南
分
署

を
廃
止

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
新
成
人
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
73

１
２
１
１

　

４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
18

歳
に
な
り
ま
し
た
。
成
人
に
な
る

と
、
親
な
ど
法
定
代
理
人
の
同
意
が

な
く
て
も
自
分
の
意
思
で
契
約
で
き
、

ロ
ー
ン
も
組
め
ま
す
が
、『
未
成
年

者
取
消
権
』に
よ
る
取
り
消
し
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
若
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質
商
法
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
契
約
や
買
い
物
で
の
困
り
ご
と

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

▼
貸
金
業
に
関
す
る
問
合
せ

　

①
日
本
貸
金
業
協
会 

貸
金
業
相

　
　

談
・
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
７
０
・
０
５
１
・
０
５
１

　

②
関
東
財
務
局 

宇
都
宮
財
務
事
務

　
　

所 

理
財
課

　
　

☎
０
２
８
・
３
４
６
・
６
３
０
２

▼
警
察
へ
の
相
談

　

☎
＃
９
１
１
０

施
行
さ
れ
ま
し
た

自
転
車
利
用
に
関
す
る
条
例

栃
木
県 

く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
８
５

条
例
の
名
称　

栃
木
県
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例

施
行
日　

４
月
１
日

主
な
内
容　

▽
自
転
車
利
用
者
は
、

大
人
も
子
供
も
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
よ
う
努
め
る
▽
自
転
車

利
用
者
は
、
自
転
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
等
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い（
７
月
１
日
施
行
）

※
ご
自
身
の
自
転
車
保
険
な
ど
の
加

入
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
、
栃
木
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

見
直
し
ま
し
た

農
地
の
別
段
面
積

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
⑳
２
２
３
８

　

農
地
法
第
３
条
に
よ
り
、
耕
作
目

的
で
農
地
を
買
う
・
借
り
る
場
合
は
、

取
得
後
の
経
営
面
積
が
次
の
別
段
面

積
を
超
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 

　 

祉

募 

　 

集

子  

育  

て

健 

　 

康

働 

　 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 

　 

設

相 

　 

談

7

区
域
・
別
段
面
積

▼
三
重
、
山
前
、
葉
鹿
＝
20
ア
ー
ル

▼
旧
市
、
北
郷
、
名
草
、
三
和
、
小

　

俣
、
山
辺
＝
30
ア
ー
ル

▼
毛
野
、
御
厨
＝
40
ア
ー
ル

▼
富
田
、
矢
場
川
、
筑
波
、
久
野
、

　

梁
田
＝
50
ア
ー
ル

※
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ

る
農
地
の
貸
借（
利
用
権
設
定
）に
つ

い
て
は
同
面
積

の
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。

策
定
し
ま
し
た

足
利
市
立
地
適
正
化
計
画

都
市
計
画
課
・
☎
⑳
２
１
６
７

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
等
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
将
来
目
指
す

べ
き
ま
ち
の
姿
を
見
据
え
、
市
の
人

口
規
模
に
応
じ
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、同
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
定
め
る
誘
導
区
域
外

で
一
定
規
模
以
上
の
建
築
行
為
等
を

行
う
場
合
、
市
に
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※会場などにお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご
協力ください。また、状況により延期や中止となる可能性があります。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
の『
あ
し
か
が
み
』に
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
と
お

り
、
８
つ
の
重
点
項
目
を
設
定
し
優

先
的
に
予
算
配
分
を
し
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら『
子
ど
も
』に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
に
突
入

し
、
か
つ
大
都
市
部
へ
の
偏
在
の
是

正
が
進
ま
な
い
中
に
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
将
来
の
宝
で
す
。
子
ど
も

や
孫
が『
安
心
し
て
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
』と
い
う
の
は
、

市
民
共
通
の
想
い
で
あ
り
、
願
い
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

足
利
の
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ

と
、
自
分
の
目
標
を
見
つ
け
、
挑
戦

で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト

～
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
～

早
川  

尚
秀

ち
の
将
来
の
可
能
性
を
拡
げ
て
い
く

こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
子
育
て
世
代（
世
帯
）は

ま
だ
ま
だ
経
済
的
に
も
不
安
定
で
あ

り
、
子
育
て
へ
の
不
安
も
抱
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
出
会
い
か

ら
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
へ

の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
い
、
子
育

て
世
代（
世
帯
）に
着
目
し
た
支
援
策
・

対
策
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
◇
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
通
学
路
の

整
備
◇
放
課
後
児
童
保
育
の
充
実
◇

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
償
化
を
高

校
３
年
生
ま
で
拡
大
◇
親
子
歯
科
検

診
の
復
活
◇
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
◇

す
こ
や
か
保
育（
特
別
支
援
）へ
の
支

援
拡
充
◇
結
婚
新
生
活
の
た
め
の
資

金
的
支
援
等
を
事
業
化
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
松
田
川
ダ
ム
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
民
間
企
業
の
先
進
的
な
管

理
運
営
に
よ
り
、
魅
力
を
増
し
て
家

族
で
楽
し
め
る
も
の
に
し
て
い
き
ま

す
し
、
市
内
の
公
園
に
あ
る
遊
具
を

更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
講
座
の
他
に
、
金
融
経
済

を
学
ぶ『
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
』講
座
も

行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
可
能

性
を
広
げ
ら
れ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

足
利
市
全
体
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
す
る
、
子
ど
も
た
ち
を

優
先
に
考
え
る
、
そ
ん
な
あ
た
た
か

い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

と
続
く
足
利
市
の
姿
を
一
緒
に
考

え
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
と

つ
な
い
で
い
け
ま
す
よ
う
に
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

９


